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Hawkins, Hichs, Phillips & Moore（1978） は，pretest 




Borisini, Volterra & Meli（1986）によって，絶望より
も環境に親和的である方が，行動的に無動は増加すると
いう結果が報告されたことにより支持されている。ま







評価法／モデル 簡便性 再現性 抗うつ薬への選択性 抗うつ薬の有効性
強制水泳試験
（Forced swim test；FST）
高 高 高 急性
尾懸垂試験
（Tail suspension test；TST）
高 高 高 急性
学習性無力試験 中 中 高 3 - 4 回
慢性緩和ストレスモデル 低 低 高 慢性
嗅球摘出モデル 中 高 高 慢性
胎児期ストレスモデル 中 慢性



























solt et al.（1977a）では 6 cm で十分であると説明され
ているが，この水深ではマウスの尾が水槽の底に付くこ
とがある（Petit-Demouliere, Chenu & Bourin，2005）。
水深による行動の変化については，ラットでは水深が増
すと無動時間が減少することが報告されている（Borisi-




Kulkarni（1989） で あ る。 彼 ら は， 高 さ21cm， 直 径





明らかである。 Arai, Tsuyuki, Shiomoto, Satoh & Otomo
（1989）は水温35℃で FST を実施したところ，無動時間
が短縮したことを報告している。同様に，Taltavull, 




て い る。Heidi, Michel, Ursula & Carsten（2007） は
C57BL/ 6 J と BALB/cAnNCrl の 2 系統のマウスを用い
て水温（20℃，25℃，30℃）の違いによる無動時間を比
較 し て い る。 結 果 は 両 者 で 正 反 対 の 傾 向 を 示 し，






















れている（Porsolt, Le Pichon & Jalfre，1978）。
FST による薬効評価でもっとも用いられる系統は
Swiss と NMRI であり，抗うつ薬に対する感受性が高
いことが知られている（David, Renard, Jolliet, Hascoët 
& Bourin，2003）。C57BL/ 6 J も頻繁に用いられるが，
この系統はストレス刺激への感受性や活動性の高さを示
すことがその理由となっている（Otmakhova, Gurevich, 














よ る 無 動 時 間 の 減 少 は11系 統 中 7 系 統 に 見 ら れ，
DBA/ 2 J と C57BL/ 6 がもっとも高い反応性を示す系
統であった。対照的に，選択的セロトニン再取り込み阻
害 薬（selective serotonin re-uptake inhibitor；SSRI）
への反応性を示す系統は，DBA/ 2 J，BALB/cj，NIH-





表 2 　マウスの FST による抗うつ薬の効果と文献
Drug Dose（mg/kg）
％ of immobility time
（control＝100）
Amitriptyline 4 50 DeGraaf，vanRiezen，Berendsen & vanDelft（1985）
7．5 54-67 Porsolt， Bertin & Jalfre（1977a）；Wallach & Hedley（1979）
10 68 Browne（1979）
15 30-36 porsolt et al.（1977a）；Wallach & Hedley（1979）
30 37-34 porsolt et al.（1977a）；Wallach & Hedley（1979）
32 35 Browne（1979）
Amoxapine 6 active DeGraaf et al.（1985）
Bupropion 10 50 DeGraaf et al.（1985）
Clomipramine 5 67 Porsolt et al.（1977a）
32 43 Browne（1979）
Fluvoxamine 20 active DeGraaf et al.（1985）
Imipramine 2 100 Reny & Rips（1985）
3 50 DeGraaf et al.（1985）
3．2 65 Browne（1979）
16 67 Frances & Simon（1985）
32 37-34 Browne（1979）
60 29 Betin， DeFeudis， Blavet & Clostre（1982）
Mianserine 3 50 DeGraaf et al.（1985）
30 97 Devoize， Rigal， Eschalire，Trolese & Renoux（1984）
32 51 Browne（1979）
40 47 Porsolt et al.（1977a）
56 19 Browne（1979）
80 75 Porsolt et al.（1977a）
Nortriptyline 5 50 DeGraaf et al.（1985）
10 82 Parale & Kulkarni（1986）
15 77 Wallach & Hedley（1979）
30 36 Wallach & Hedley（1979）
Trazodone 13 50 DeGraaf et al.（1985）








ス 3 種と非近交系マウス 4 種の抗うつ薬の反応性をまと
めている（表 3 ）。抗うつ薬への反応性としては，非近
交系マウスの方が高いことがわかる。近交系では，
C57BL/ 6 Rj にドーパミン再取り込み阻害薬（dopamine 
re-uptake inhibitor；DRI） の 効 果 が，C57BL/ 6 J に
NRI の効果がそれぞれあらわれるのみとなっている。









David et al.（2003） は 近 交 系 マ ウ ス（DBA/ 2 ，
C57BL/ 6 J Rj）と非近交系マウス（Swiss，NMRI）を




が異なっていた。非近交系の Swiss は imipramine，de-
sipramine，citalopram，paroxetine で無動時間が減少
し，もっとも多くの薬物に対する反応性を示した。対照
的に NMRI で無動時間の減少が見られたのは parox-
etine のみであった。一方，近交系の C57BL/ 6 J Rj は
4 系統の中で唯一 bupropion によって無動時間が減少
し，DBA/ 2 は用いられた 5 種類の抗うつ薬では無動時
間の減少が観察されなかった。この結果から，非近交系
の Swiss が FST における抗うつ薬への反応性を有し，





















（Cryan & Holmes，2005）。FST ももちろんこれに即し
表 3 　マウスの系統による抗うつ薬の効果の違い
近交系 　非近交系
C57BL/ 6 Rj C57BL 6 J DBA/ 2 CD- 1 HaM/ICR NMRI/BC Swiss/Janier
DRI ＋ － ＋ ＋ － －
NRI － ＋ － ＋ ＋ － ＋
SNRI ＋
SSRI － － ＋ ＋ ＋ ＋
MAO-I ＋ －
TCAs － － ＋ ＋ ＋ ＋
＋，抗うつ薬による効果あり Petit-Demouliere et al.（2005）を改変
－，抗うつ薬による効果なし
DRI；Dopamine re-uptake inhibitor，NRI；Noradrenaline re-uptake inhibitor，SNRI；Serotonin and noradrenaline 















を診断する際に用いられる，The Diagnostic and Statis-
























































うつ病症状は DSM- Ⅳ（1994），モデル症状は Cryan et al.（2005）をそれぞれ和訳
強制水泳試験によるうつ病モデルマウスの現状と課題 39
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